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1.
金
型
取
付
：

　
ク
レ
ー
ン
作
業

ア
イ
ボ
ル
ト
の
不
適
切
な
セ
ッ
ト

に
よ
り
、
金
型
が
落
下
し
、
手

や
足
が
挟
ま
れ
る
。

ア
イ
ボ
ル
ト
の
ね
じ
込
み
深
さ

は
、
ネ
ジ
径
の
1.
5
倍
以
上
に

す
る
。

ア
イ
ボ
ル
ト
の
必
要
ね
じ
込
み
深
さ

の
位
置
に
マ
ー
ク
を
付
け
る
。（
さ

ら
に
ダ
ブ
ル
ロ
ッ
ク
用
の
ナ
ッ
ト
を

挿
入
す
る
。）

定
期
的
な
職
場
巡
視
に
よ

り
、
作
業
点
検
と
遵
守
の

徹
底
を
図
る
。

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

2.
金
型
取
付
：

　
ク
レ
ー
ン
作
業

不
適
切
な
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
使

用
に
よ
り
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
が
破
断

し
て
金
型
が
落
下
し
負
傷
す
る
。

ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
の
廃
棄
基
準
を

作
成
し
毎
月
点
検
し
て
い
る
。

金
型
を
重
量
別
に
色
区
分
し
、
対
応
し

て
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
を
色
区
分
す
る
。

作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で

反
復
注
意

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

3.
金
型
取
付
：

　
ク
レ
ー
ン
作
業

反
転
作
業
時
の
金
型
の
振
れ
に

よ
り
、
金
型
に
衝
突
し
て
額
も
し

く
は
頭
部
に
を
負
傷
す
る
。

始
業
前
安
全
教
育

振
れ
止
め
ロ
ー
プ
の
使
用

△
×

Ⅲ
△

○
Ⅰ

4.
金
型
取
付
：

　
金
型
の
固
定

規
定
の
取
付
具
及
び
正
し
い
取

付
方
法
が
な
さ
れ
ず
、
金
型
が

落
下
し
負
傷
す
る
。

取
付
ネ
ジ
の
ね
じ
込
み
深
さ
は
、

ネ
ジ
径
の
1.
5
倍
以
上
に
す
る
。

金
型
取
付
プ
レ
ー
ト
に
適
合
し
た
イ
ー

ジ
ー
ク
ラ
ン
プ
や
マ
グ
ネ
ッ
ト
ク
ラ
ン

プ
を
使
用
す
る
。

×
△

Ⅲ
×

○
Ⅱ

5.
射
出
成
形
準
備
：

　
樹
脂
供
給

ホ
ッ
パ
に
樹
脂
補
給
時
、
誤
っ

て
踏
み
台
か
ら
転
落
し
負
傷
す

る
。

始
業
前
安
全
教
育

①
自
動
樹
脂
供
給
装
置
を
設
置
し
ホ

ッ
パ
部
へ
の
登
り
降
り
を
な
く
す
。

②
手
す
り
付
き
専
用
架
台
を
設
置
す
る
。

×
△

Ⅲ
△

○
Ⅰ

6.
射
出
成
形
準
備
：

　
パ
ー
ジ
作
業

パ
ー
ジ
作
業
の
際
、
ノ
ズ
ル
か

ら
出
る
パ
ー
ジ
材
料
に
よ
り
火

傷
す
る
。

始
業
前
安
全
教
育

①
パ
ー
ジ
受
け
皿
を
設
け
る
。

②
パ
ー
ジ
除
去
治
具
の
製
作
・
使
用

△
△

Ⅱ
○

○
Ⅰ

7.
射
出
成
形
準
備
：

　
配
線
準
備
作
業

金
型
ヒ
ー
タ
配
線
絶
縁
不
良
に

よ
り
、
感
電
す
る
。

①
電
気
配
線
被
覆
の
摩
耗
、
劣

化
に
注
意
し
定
期
的
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
す
る
。

②
射
出
成
形
機
ま
わ
り
に
水
を

こ
ぼ
さ
な
い
。

金
型
ヒ
ー
タ
回
路
に
漏
電
遮
断
器
を

設
置
す
る
。

×
△

Ⅲ
△

○
Ⅰ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　

9.
射
出
成
形
作
業

高
温
の
金
型
に
触
れ
て
火
傷
す

る
。

始
業
前
安
全
教
育

高
温
成
形
材
料
に
つ
い
て
の
教
育

①
表
面
温
度
計
を
使
用
し
測
定
す
る
。

②
必
要
に
応
じ
て
高
温
手
袋
を
使
用

す
る
。

金
型
温
度
測
定
箇
所
、高
温

手
袋
着
用
温
度
に
つ
い
て
記

述
し
た
作
業
手
順
書
の
整
備

△
○

Ⅰ
△

○
Ⅰ

10
.射
出
成
形
作
業

熱
安
定
性
の
低
い
樹
脂
を
成
形

温
度
で
滞
留
さ
せ
、
ノ
ズ
ル
か

ら
樹
脂
が
噴
出
し
火
傷
す
る
。

始
業
前
教
育

使
用
樹
脂
の
特
性
を
理
解
さ
せ

る
。

射
出
成
形
中
断
時
は
、タ
イ
マ
ー
設
定
時

間
経
過
後
、ヒ
ー
タ
温
度
降
下
も
し
く
は

ヒ
ー
タ
電
源
遮
断
回
路
を
設
置
す
る
。

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

11
.射
出
成
形
作
業

全
自
動
運
転
中
、
残
存
成
形
品
を

取
る
た
め
に
安
全
ド
ア
を
閉
じ
た

ま
ま
下
か
ら
手
を
挿
入
し
た
た
め

金
型
に
手
を
挟
ま
れ
る
。

始
業
前
安
全
教
育

安
全
ド
ア
下
部
よ
り
手
が
入
ら
な
い

か
、
も
し
く
は
手
を
挿
入
し
て
も
可
動

部
に
接
触
し
な
い
構
造
と
す
る
。

×
△

Ⅲ
△

○
Ⅰ

12
.金
型
撤
去
：

　
ク
レ
ー
ン
作
業

金
型
を
不
安
定
な
状
態
で
吊
り
上

げ
金
型
置
き
場
に
移
動
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
金
型
が
落
下
し
た
金
型

に
当
り
負
傷
す
る
。

始
業
前
安
全
教
育

金
型
の
移
動
は
必
要
以
上
に
高
く

吊
り
あ
げ
な
い（
20
cm
が
目
安
）適

切
な
移
動
設
備
を
使
用
す
る
。

定
期
的
な
職
場
巡
視
に
よ
り
徹
底
度

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

当
該
作
業
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
定
期
的
に
教
育
す

る
。

×
×

Ⅲ
×

○
Ⅱ

13
.粉
砕
作
業

粉
砕
作
業
中
に
、
カ
バ
ー
の
中
に

手
を
入
れ
負
傷
す
る
。

始
業
前
安
全
教
育

運
転
中
は
絶
対
手
を
粉
砕
機
中

に
入
れ
な
い
こ
と
を
徹
底
す
る
。

①
無
理
に
投
入
し
な
い
。

②
カ
バ
ー
を
開
く
と
粉
砕
機
を
停
止

さ
せ
る
リ
ミ
ッ
ト
ス
イ
ッ
チ
を
設

置
す
る
。

×
○

Ⅲ
△

○
Ⅱ

14
.メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業

制
御
盤
内
、
ヒ
ー
タ
、
モ
ー
タ
等

の
充
電
部
に
触
れ
て
感
電
す
る
。

①
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
は
主
電
源

を
切
る
。

②
コ
ン
デ
ン
サ
回
路
が
放
電
す

る
ま
で
充
分
な
時
間
を
取
っ

て
作
業
開
始
す
る
。

①
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
は
主
電
源
を
切

り
、
絶
縁
工
具
、
絶
縁
手
袋
を
使
用

す
る
。

②
電
源
O
FF
時
の
コ
ン
デ
ン
サ
放
電
回

路
を
設
置
す
る
。

×
△

Ⅲ
△

○
Ⅰ

8.
射
出
成
形
作
業
、

射
出
成
形
終
了

後
の
片
付
け

金
型
温
度
調
節
器
配
管（
金
属
温

調
配
管
）か
ら
熱
水
が
漏
れ
火
傷

す
る
。

①
金
型
温
調
配
管
、
水
口
、
プ

ラ
グ
、
ホ
ー
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
、

ニ
ッ
プ
ル
を
常
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
す
る
。

②
金
型
温
調
配
管
取
り
外
し
時

は
下
側
か
ら
外
す
作
業
手
順

書
を
作
っ
て
い
る
。

①
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
記
録
を
つ
け
て
、
定

期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と
部
品
等
の

交
換
を
行
う
。

②
定
期
的
職
場
巡
視
に
よ
り
遵
守
状

況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

△
△

Ⅱ
△

○
Ⅰ

❶
 作
業
名

（
機
械
・
設
備
）

❷
 危
険
性
又
は
有
害
性
と
発
生
の

お
そ
れ
の
あ
る
災
害
※

❸
 既
存
の
災
害
防
止
対
策

❺
 リ
ス
ク
低
減
措
置
案

❽
 備
考

❹
 リ
ス
ク
の
見
積
り

❼
 対
応
措
置

❻
 措
置
実
施
後
の

　
 リ
ス
ク
の
見
積
り

重
篤
度
発
　
生

可
能
性

措
　
置

実
施
日

次
年
度
検
討
事
項

優
先
度

（
リ
ス
ク
）

重
篤
度
発
　
生

可
能
性
優
先
度

（
リ
ス
ク
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
一
覧
表
（
実
施
記
載
例
）

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
職
場

❶
～
❸
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❹
～
❻
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

❼
～
❽
の
実
施
担
当
者
と
実
施
日

社
長（
工
場
長
）
製
造
部
長

製
造
第
○
課
長

×
＝
致
命
的
・
重
大
　
　
△
＝
中
程
度
　
　
○
＝
軽
度

Ⅲ
＝
直
ち
に
解
決
す
べ
き
又
は
重
大
な
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅱ
＝
速
や
か
に
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
。　
Ⅰ
＝
必
要
に
応
じ
て
リ
ス
ク
低
減
措
置
を
実
施
す
べ
き
リ
ス
ク
が
あ
る
。　

災
害
の
重
篤
度

発
生
可
能
性

優
　
先
　
度

※
災
害
に
至
る
経
緯
と
し
て「
～
な
の
で
、～
し
て
」＋
「
～
に
な
る
」と
記
述

×
＝
頻
繁
・
可
能
性
が
高
い
か
比
較
的
高
い
　
　
△
＝
時
・々
可
能
性
が
あ
る
　
　
○
＝
ほ
と
ん
ど
な
い
・
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
　
　
　
　
　
　


